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本の対キノレギス外交政策におけるODAの
キルギス共和国日本人材開発ゼンターを事例に-
The Role of ODA in t恥ForeignPolicy of Japan towa吋theKyrgyz畏epublic:




Attcr thむとnd()j、thc仁01<1War Japan's c!ip!umacy becamc 110re inlerestれIin geographically 
rel101e arcas i‘'oli JalヲanSl心ha日Africa，the Middle and Centra! A古i丘、 Incluc!ingthe Kyrgyz 
只cpubiic、andunlike the traditional diplomacyラ whichhad been pursuing milil品ryJorcc or ecunomic 
po¥Vcr， becal1c politIcaJ and valuトorIen1ecLJapan's diploJl1il仁yloward lhe Kyrgyz Republiじ
has bccn mainly Cocllsing O!1 a variely ufODJヘ pan01' Ja)ヲan's policy. This paper discu紛れ
the 弘、ODA01 the bilalCral relatiol1s 01、theKyrgyz Republic and Japan lhrollgh the 01' 
JICA'日Project “KyrgyχRepubliゃJapan仁じnlerJ'or H lllan lJt:vt:!Opnlelll 
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11.理論的な枠組み
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表 1 Q: 1- あなたの 1:H1 と I~I 本は，現在どのような!羽係にあると j出いますか。 (i(L1}'{ : %) 
事項/国 全体 カザフスタン ウズベキスタン キルギス タジキスタン




とちらかというと 。 2 
良好ではないと思う
良好た 4 3 5 
わからない 5 19 12 
:ll~l~ : .外務/tIr 11央アジア地I或における士、J-FI立i命，l!rfJ(全質1¥1. 1日|符!t;j.l-k;，Ii県)(201出r4 )J15 1) p.:-Jより。
表 2 Q:あなたはE:l木に親しみを感じますか。(ii佼:%) 
事項/国 全体 カザフスタン ウスベキスタン キルギス タラキスタン
73 49 49 
どちらかというと
親しみを感心る
13 25 15 
どちらかというと
4 l 3 5 
親しみを感心ない
親しみを感心ない 7 2 9 5 11 
わからない 12 5 18 20 








ツ、ニュージーランド、 トノレコ、その他の J~こl から、 IJ最も信頼IH)jとる国はどの国ですかjについ
て、 4カ国全体のli答はロシア (63%) iこ次し、で、日本が14%、次に仁lコ[m(3%)、当 (3%)、
トノレコ (3%)とあれ、ている。同質問に対してキノレギスのli答者はロシア (80%)、 1=本 (5%)、






A.rca S{/Idics丁目ukuba37 : 93-]]4. 2016 
表 3 Q:次の|主iのうち、 i誌も信頼iJ¥米る|主iはどのi主|ですか。(単位:%) 
事項/国 全体 力ザフスタン ウズベキスタン キルギス タラキスタン
63 81 37 54 
26 20 
中国 J つ 3 l 7 
韓国 3 8 1 2 
ト)[.，コ 3 4 3 3 3 
米国 2 1 3 2 2 
1 2 1 
1 0.3 1 
インド 0.3 
0.3 0.3 
オーストラリア 0.3 0.3 
二ユ ジーランド 0.2 
その他 42095 0.3 
分からない 8 4 1 5 4 9 





題に向けた協力とともに、相子国の人々との友好関係の強化、 I~l 木の考え方やJIn念、 I~l 本に対す
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コース事業、② 11 本語教合ークラス、③一般市lえを対象としたね I)DWW(1J~進業を実施している。
1本松/]の本プロジェクトへの校入として、 長!刈則O引J~I/字l'メ川川(円叩:1ドIIJ 家 (ο|卜I川オ木ζセンタ一共i河可)V所り引/'ιよ長三七、 業務司訓訓iÛ~.控主只、
1 本i話守話?丹iも専〔円叩!ド川!れ円1]家) 及びV:久免知、、dωω一~llJリj
派泣、{機幾材{似j~ り与-などが主挙I戸t げ、られる O 一方、 キノレギス1j[l]においては、カウンターパートのKNUか
ら19'1がKRJC共同けはえとなっているほか、プロジェクトHJのたsq旬、 Jjli;没などがi){1J~さ;れている。
1995~1: 5 )j にキノレギスでIJ f.JI没された 11 本センターは2015~ドで 1Ji:J川 20MJ ~I:，を j担え、 lDC にプロジェ
クトとしてフェーズ 1(ZOO:3I，I:， 2008~r) とフェーズ 2 (2008~1: ~ 2()13~1:，)カネ冬了し、 J}U/: は[キ
ノレギス共和li;j1本人材開発センター・ピジネス人材育hV:プロジェクトj としてポスト・フェーズ
2 が実』包 1:)-1 である (2013~1:. 4 月~20] 6~1~ 3月)。
，lJ，'uSiHJI:J : 2014~1:， 8 月 ~20]4年 9 月、 ピシケク干IJ0 
i~Nû 予t 刈・ 2と:ブì::にポスト・フェーズ 2 のビジネスコース (2007:fド~ 2014~r:: の尖 b!長京王 Il}~~コース時
三L:_及び修了llJ/1本両コース受講生及び終了1'1.:
( 11 本センターの役';'i/] や JJ~~犬、日プロジェクトが上げている)式出、 i\~~Jill など) : 
プロジェクトWJ1系者(プロジェクト全!投にIY，Jする質問J)、コース受終I~I: (1. モチベー
ション、 2. コースの効県、 3. コースに対するWil人i1l1ili)
分析方法及び分村，'):1'[13 : i U本センタ-Jプロジェクトのポスト・フェーズ2のPDM三プロジェ
ク卜の意義や成県/課題及び1iUJιl




#3 ビジネスコー ス終了生 (2007年) ヘビー 用品居、代表取締役
ヒジネスコー ス終了生
#5 ビジネスコー ス終了生 (2011年)
2014/8月~
ビジネスコー ス終了生 (2014年) 事業家(婦人服装)#6 
2014/9月
#7 ビジネスコー ス終了生 (2013年) 事業家(飲食業)
#8 ビジネスコー ス終了生 (2014年) 学生
日本語コー ス受話生 (4年生) 日本センター ()¥ 卜)
日本語コー ス受話生 (2年生) 学生
日本語コー ス終了生 (2008年) 日本の大学に留学中
:2 PD!'vlとは、 19941，rにJ/('入が1:，7:¥(1'、Jに導入したプロジェクトの全引を尖す相当官J之で、いjW/I}jhJ)でのプロジェク
トの 1111ii/l/ となっている。~':，iJ ，\J 五では、J< RJCのビジネスコースを，iJ，\j行対象とするため、 PDルi の成;，j~ 2 !えびそ
の J 日 t~!{ によって分析を 1J' う。








































フ¥ いて、I!¥j2 IどうしてKRJCのコース しようとがとのまし
がいるた って
いたためj と回答した。その的{二、 1=ココースであるためj、





























































































地計的';iliによる誹義はロシア却で、行われ、 i日~l 本人j諮j4持i1j判凶i引日抑山n印加帥'lílj雨I による諮義もロシア liしl







まとめると、受講者の三IL均満足j支はゴにおく、 PDM Ji'i1架の目十1~{11 i'(の 700;;) を 1也えている。 プーゴ¥
表 7 受講生の満足)支t
Production Organization and 
2011年春 Guidance to Basic Ma円agen司| Fina円cial
募集 Buslness [ Accounti円GAccou円tlng




数日ifJ K K K K ] K K 平均
:HJ' 由 Y同 86% 82% 81% 800!(。 76% 85% 830!(。 84口Vo'" 'ノ'"
課題 86% 88% 860/も 85% 91Sゐ 930;(。 86% 88% 87% 
教え方 93% 85% 890!(。 80% 76~も 76% 87% 660;(。 93% 90% 83Sも 83% 
干支j受?去 8301ら 86Sん 8]0;(。 88% 70% 910;(。 87qコ 82% 83口/
教材 81% 80% 86% 86% 86% 
通訳 690;(。 87% 
翻訳 79% 690;¥。 790;¥。 770;¥。
総合評価 88% 88% 78% 940;(。 87% 77% 
780!(。 910;(。 86% 
K 87口/。 80% 800;(。 83% 
|平 87% 80% 80% 84~も 830/ら 83% 
総合評価 90 
:I\ßI~ : Iìq0~行政法人llill;~:~IJjJ))械情2011Iキルギス 1本人材1m発センタープロジェクト(フェーズ 2)ビジネスコー
スil.Uf;_j業務完了総合報告if!?、p.15を法に:fl:Ziが作成。
3 H本人消i':i1iはアノレブアベットの J丈千:(Japancsじ)、キルギス人数!':ilはiく丈千: (Kyrgyz) でj~!jじする。
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?? あ 1)、 な文、にあたって











































I~ げられた。 キスコース しいピジネ
パートナー¥ピジネスネットワーク iヨをilめている。まん、
1 















6、 #7の 1うが1 を受けてい111の の1:1、 3、















8 誇 7生心起業数、司去~~r:= f!/、引業拡大致、キャソアアップ数
5tart up nεw 1I1lprovement を ηd/5etup Career up Total INo and ratio (%) 
No. ratio トJo ratlo No. ratio トJo‘ ratio 
FY08R4A-1 1 4.17 。 7 29，17 1 4.17 9 24 
Fγ08R4A-2 6 7 2 7.41 4 1斗81 : 27 70，37 
Total， as of June 必 73 9 17.65 ら ヲる80 51 54.90 
FY09R5A“l 0，00 G 0.00 。 0.00 0，00 0 0.00 
Fγ0ヲ 6.06 。 0.00 。 0.00 。 0.00 2 6.06 
Total， as 10 3.45 0.00 G 。句 2 
FY09/10R6A-1 1 4合35 む 0.00 。 0.00 23 斗
FY09/10R6A-2 ら 2 6.25 3 9.38 40.63 
γas ofSep 3 5.45 3.64 25.45 
FY10R7A叩 l 8.00 12.00 エ2.00 之 8.00 43.48 
FY10R7 A脚2 も 18.18 18.18 6.06 2 16 28 斗
τotal， Jan 11 15，69 9 7.84 51 50.98 
FYI0R8A-1 エ之00 2 8.00 1 4.00 25 
FY10R8A-2 7 4 9.09 33 45.45 
や asof Jan lO 17.24 6 10.34 5.17 斗 6φ90 23 39.66 
total 33 25 6.96 16 5.86 93 34.07 
1¥ ~f! :単独行政法人1uj I持協力関1:M2前日々/レギス 1本人材開発セ




( ~)) m1'};~ 2… 3 ピジネスプランニング、マ…ケテイング、生産とJil賀管理、攻び人的資管
Jl ll などの 4 つの :t. な科 1~1 0部設)において、単独講義ができる山地i講師数(パートも合





































































































































C20l1'q: 1 YJ 6月、位:USD) 
講師間金 5.552 
金 3.42 
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が、 1 1寺!日:j100 ノレで、 そtLをtムう
の







( 6 )指出2 7 1場了生のデ…タベースが定期的に更新及び持用される。
















14/ 5 News LCllcr rキノギス 1I本人材開発センター 2014~1'. 1月、 No29htlp:/iww¥¥ 
ncw日Iclcr京114!nIOljp.pdf 2015.08.25: 1長終!刻:立n
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?? りながら、 iI昨日j的な Jが当センターのなであることがイン
タビューからIYjらかにな
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力の一分野として(位2立〔品抵づゴ ~1 られている O 日本センターはピジネλ
している。特に、湾促進事業において、

























































































手i~J明記:2訟は{ユーラシア O)Jむ i攻守ソ連JMlj，げなのロシア・ 11 1 央アジア J 訂以前
ヲイ11Pi)~ :2 009 r ):，j' i[:r央アジア外交のjポ史的文書長と出守アジアニ設とI!五三陸H系のはざまで… J，'j-e 1I を
!主・クソストアァー・レン立与(前Il日常:) 11 本の q…i 央アジア外交，lrt される地域 lìを 111九 ~It 近
大学I'!:n以会， 77-96氏。
I!s')i: .クリストアア
~I と l1!J;n大学 IJ\)I)民会。
外務付 200臼[''IL )&21 :1I'-J以外交汚:rl}。
外f;Jj'(i2014 勺点26jl.:)iJタト交子
タトJ完~-!攻!(JIJf.J発taWJ(ODI¥) IJi)J日デー タブック.:1 (l 993-20J4jl~) 。
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111在十 'L!j¥200'¥ l'11 1 先アジア i市民主主の i或 1)ヲ協力プロ七スの持í~i シノt.-クロ
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